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はじめに
本書では、Quest DL1300 アプライアンスに関する重要な製品情報と追加情報を説明します。

  注: 本リリースにおける新機能の詳細に関しては、quest.com/support/manuals で『Quest DL1300
Appliance Deployment Guide』（Quest DL1300 アプライアンス導入ガイド）を参照してください。

Rapid Recovery ソフトウェアについて
Rapid Recovery ソフトウェアは、ほぼゼロに近いリカバリ時間目標とリカバリポイント目標を提供します。災害
復旧以外にも、Rapid Recovery ソフトウェアは、データの移行と管理のためにデータソリューションを提供しま
す。Rapid Recovery には、ベアメタルリストアを（類似または異種のハードウェアに対して）実行する柔軟性が
あり、元のマシンの形態に関わらず、バックアップを物理マシンまたは仮想マシンにリストアすることができま
す。Rapid Recovery ソフトウェアでは、クラウド、Quest DL シリーズのバックアップおよびリカバリアプライ
アンス、または希望の対応システムへのアーカイブも可能です。Rapid Recovery ソフトウェアを使用して、冗長
性とセキュリティを強化するために 1 つ、または複数のターゲットにレプリケートすることができます。

詳細については、次を参照してください。https://support.quest.com/ja-jp/

その他の情報
  注: アップデートには他の文書の内容を差し替える情報が含まれている場合がよくあることか

ら、support.quest.com/ja-jp/ でアップデートがないかどうかを常に確認し、最初にお読みください。

  注: Dell OpenManage Server Administrator に関するマニュアルは、dell.com/support を参照してくださ
い。

https://support.quest.com/ja-jp/rapidrecovery/


DL1300 アプライアンスリリースノート
その他の情報

4

製品マニュアルには次が含まれます。

『はじめに』

システム機能、システムのセットアップ、および技術仕様の概要を提供します。このマニュアルはお使いのシス
テムにも同梱されています。

『Owner’s Manual』（オーナーズマニュアル）

システムの機能、システムのトラブルシューティング方法、およびシステムコンポーネントの取り付けまたは交
換方法について説明しています。

『導入ガイド』

アプライアンスのハードウェア導入、および初期導入についての情報を提供します。

『ユーザーズガイド』

システムの設定および管理についての情報を提供します。

『OpenManageServer Administrator User’s Guide』（OpenManageServer Administrator ユーザーズガイド）

お使いのシステムを管理するための Dell OpenManage Server Administrator の使用についての情報を提供しま
す。

『System Placemat』（システムプレースマット）

お使いのソリューションにおけるハードウェアのセットアップ、およびソフトウェアのインストール方法につい
ての情報を提供します。

  注: 『はじめに』には、システムプレースマットの情報が記載されています。

『Resource Media』（リソースメディア）

システムに付属のメディアには、OS、システム管理ソフトウェア、システムアップデート、およびシステムと
同時に購入されたシステムコンポーネントに関するものを含め、システムの設定と管理用のマニュアルとツール
が収録されています。

『相互運用ガイド』

DL1300 アプライアンス対応のソフトウェアおよびハードウェアについての情報の他、使用時の考慮事項、推奨
事項、および規則についての情報を提供します。
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既知の問題と制限事項
既知の問題と制限事項

次の表に、既知の問題、回避策、古い問題 ID、新しい問題 ID、機能エリア、および Siebel ID を示します。
既知の問題 古い問題 ID 新しい問題 ID 機能エリア Siebel ID

マシンの
ESX（i） / Hyper-
V エクスポート
がアプライアン
ス上で開始され
た場合、Start
VM / Network
Adapters（VM /
ネットワークアダ
プタの起動） ボタ
ンがすべて無効な
状態になる。
回避策：
これらのボタン
は、該当する VM
エクスポートが完
了するまでクリッ
クしないでくださ
い。

30989 96366 仮想マシンの管理 --

DL4x00 アプライ
アンスで「無効
状態、すでに開い
ている」のエラー
メッセージが仮想
スタンバイタブで
表示されることが
ある。
回避策：
エラーメッセージ
を閉じます。問題
が解決しない場合
は、F5 をクリッ
クしてページをリ
ロードしてくださ
い。

31477 96797 仮想マシンの管理 --

ストレージプー
ルの空き容量が
安定していない場
合、VD ディスクプ
ロビジョニングが
戻りコード 4 で失
敗する。

34937 99967 ストレージのプロ
ビジョニング

3882937-1
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既知の問題 古い問題 ID 新しい問題 ID 機能エリア Siebel ID

回避策：
サポートにお問い
合わせください。

一部のローカラ
イゼーションで
は、バックアップ
タブの表（Items
Backed Up（アイ
テムバックアッ
プ） セクション）
で「状態」の翻訳
が間違っている。
回避策：
回避策はありませ
ん。

35031 100061 ローカライゼー
ション

--

RASR USB ジョブ
の作成時に、アク
ティブタスクの監
視が 95 % の時点で
ハングする。
回避策：
ジョブはハングし
ていません。ジョ
ブは正常に完了
しています。ただ
し、ジョブが完了
したという事実が
GUI ポップアップ
に反映されないこ
とがあります。GUI
を更新してくださ
い。

35531 100551 RASR --

再マウントプロセ
スの確認後、すぐ
に GUI が無効にな
る。
回避策：
数分間待ってか
ら、Core Console
ページを更新しま
す。

35579 100599 ストレージのプロ
ビジョニング

--

ESXi ホストがメン
テナンスモードに
設定されている場
合でも、VMM アク
ションを実行でき
る。
回避策：

35740 100758 仮想マシンの管理 --
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既知の問題 古い問題 ID 新しい問題 ID 機能エリア Siebel ID

ESXi ホストがメ
ンテナンスモード
になっている場合
は、仮想スタンバ
イ タブから VM 動
作を実行しないで
ください。

プロビジョニング
サイズ決定ロジッ
クが正しく動作し
ない。
回避策：
プロビジョニング
を行う場合は、
使用可能な容量よ
りも数 GB 小さい
サイズを指定しま
す。

35770 100787 ストレージのプロ
ビジョニング

--

Core とアプライア
ンスのログ収集を
強制すると、Core
インタフェース
が使用できなくな
る。
回避策：
GUI を再び使用
可能にするには、
ページを更新しま
す。

なし 100904 UI --

ストレージプロビ
ジョニングジョブ
とプロビジョニン
グ設定復元ジョブ
を開始すると、こ
れらのジョブに互
換性がないにもか
かわらず、同時に
開始できる。
回避策：
1）OMSA を使用し
て作成済みリポジ
トリ 2 仮想ディス
クを削除します。
2）Core サービス
を再起動します。

なし 100907 ストレージのプロ
ビジョニング

--

ボリューム名の文
字が変更された場
合、バックアップ
に必要なボリュー
ムアイテムを適切

なし 100985 Windows のバック
アップ

--
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既知の問題 古い問題 ID 新しい問題 ID 機能エリア Siebel ID

に判断できないた
め、Windows バッ
クアップを作成で
きない。
回避策：
パーティションの
文字が混乱してい
る、または変更さ
れている現在のポ
リシーを削除し、
新しいポリシーを
作成します。

「リカバリ」パー
ティションに文
字が割り当てら
れている場合、ボ
リュームのステー
タスが「有効では
ありません」と表
示される。
回避策：
RASR USB 作成
ジョブが完了する
まで待ちます。

なし 101224 ストレージのプロ
ビジョニング

--

しばらく実行状態
が続いた後、DL
アプライアン
スメッセージの
「System.OutOfMemoryException」
でジョブが失敗す
る。
回避策：
サポートにお問い
合わせください。

なし 101246 仮想エクスポート 3830465-1、
3791536-1、
3825434-1

ジョブを再マウン
トしても、コア
のローカライゼー
ションが復元され
ない。
回避策：
Core 設定で Core
のローカライズ
を手動で変更しま
す。

なし 101316 ストレージのプロ
ビジョニング

--

再マウントの前
に、すでに使用
されている文字
が仮想ディスク
に含まれている場
合、情報価値のな

35805 100822 ストレージのプロ
ビジョニング

--
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既知の問題 古い問題 ID 新しい問題 ID 機能エリア Siebel ID

いエラーメッセー
ジ「ボリューム
にファイルまたは
フォルダが含まれ
ているため、フォ
ルダ「I:\」にボ
リュームをマウン
トできません」が
表示され、プロビ
ジョニング設定復
元ジョブが失敗す
る。
回避策：
ディスクマネー
ジャを使用し
て、連結された
仮想メディアか
ら割り当て済み
の文字を削除し
ます。Appliance
Provisioning（アプ
ライアンスプロビ
ジョ二ング） ペー
ジから、ボリュー
ムの再マウント
ジョブをもう一度
実行します。

アプライアンスを
ドメインに組み込
んで FTBU を完
了した後、ローカ
ル管理者の資格情
報でサインインし
ようとすると「制
限」エラーが表示
される。
回避策：
ドメイン管理者の
資格情報を使用し
て OS にログイン
します。

35828 100845 DL アプライアンス
の設定ウィザード

--

リポジトリ名に連
続する 3 個のドッ
トが含まれている
場合、プロビジョ
ニングジョブがエ
ラーで失敗する。
回避策：
リポジトリ名の指
定時には、連続す
る 3 個のドットを
使用しないでくだ
さい。

なし 100913 ストレージのプロ
ビジョニング

--
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既知の問題 古い問題 ID 新しい問題 ID 機能エリア Siebel ID

FTBU の実行時に
サーバが再起動さ
れた場合、FTBU
の実行後にブラウ
ザの互換モードが
原因になり、Core
の最初の起動が
正常に実行できな
い。
回避策：
ブラウザを閉じて
Core をもう一度起
動します。

なし 101313 DL アプライアンス
の設定ウィザード

--

サーバに接続され
ているシステム
EFI パーティショ
ンと、起動可能メ
ディアを併用する
と、FTBU が起動
時にクラッシュす
る。
回避策：
FTBU が正常に完
了するまで、アプ
ライアンスサーバ
に外部メディアを
接続しないでくだ
さい。

なし 101457 DL アプライアンス
の設定ウィザード

--

DL1300 で FTBU
を実行した
後、Core が開い
て、一部のサービ
スが初期化できな
かったことを示す
エラーが表示され
る。
回避策：
サーバを再起動し
ます。

なし 101487 DL アプライアンス
の設定ウィザード

--

すでに「起動中」
状態の Core サービ
スを起動しようと
すると、FTBU が
失敗する。
回避策：
サーバを再起動し
ます。

なし 101554 DL アプライアンス
の設定ウィザード

--
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Rapid Recovery のシステム要件
本項では、Rapid Recovery Core、Rapid Recovery Agent、および Rapid Recovery Central Management
Console のインストールに必要なシステム要件について説明します。

推奨されるネットワークインフラストラ
クチャ
Rapid Recovery のパフォーマンスを最大化して実行するには、最低でも 1 ギガビットイーサネット（GbE）の
ネットワークインフラストラクチャが必要です。堅牢な環境が求められる場合は 10 GbE のネットワークを使用
することをお勧めします。また、大容量（5TB 以上）のサーバを保護する場合は、10 GbE ネットワークをお勧
めします。

Core マシンで、NIC チーミング（複数の物理 NIC を単一の論理 NIC にグループ化する機能）をサポートする複
数のネットワークインタフェースカード（NIC）が使用可能です。ネットワーク内のスイッチで NIC チーミング
が許可されている場合は、Core で NIC チーミングを使用すると、さらにパフォーマンスを向上させることがで
きます。このような場合、可能であれば、保護対象マシンで NIC チーミングをサポートする予備のネットワーク
カードをチーミングすることにより、全体的なパフォーマンスも向上できます。

Core で iSCSI またはネットワーク接続ストレージ（NAS）を使用する場合、ストレージとネットワークトラ
フィック向けに個別の NIC カードを使用することをお勧めします。

想定帯域幅での通信を実現するには、適切な規格のネットワークケーブルを使用してください。お使いのネット
ワークのパフォーマンスを定期的にテストし、それに応じてお使いのハードウェアを調整することをお勧めしま
す。

これらの提案は、Rapid Recovery の提供するバックアップ、レプリケーション、およびリカバリの各機能だけで
はなく、事業運営をサポートするためのすべての要求に対応したネットワークインフラストラクチャが必要とす
る、標準的なネットワーク要件に基づいています。

UEFI および ReFS のサポート
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、BIOS に置き換わるものです。UEFI は、Windows

8、Windows 8.1、Windows 10、Windows Server® 2012、Windows Server 2012 R2、および Windows Server
2016 オペレーティングシステムで使用されています。Windows システムの場合、UEFI は単純な FAT32 ボ
リュームとして処理される、拡張ファームウェアインタフェース（EFI）システムパーティションを利用しま
す。保護機能およびリカバリ機能は、EFI システムパーティションの Rapid Recovery で使用できます。

また、Rapid Recovery では、Windows Server 2012、2012 R2、および Windows Server 2016 の Resilient File
System（ReFS）ボリュームの保護とリカバリにも対応しています。

Rapid Recovery は、デルがサポートする Linux® ディストリビューションの保護対象マシンの

UEFI もサポートしています。サポートされるディストリビューションには、Red Hat® Enterprise

Linux®（RHEL®）、CentOS™、Debian®、Ubuntu®、SUSE® Enterprise Linux（SLES®）、および Oracle®
Linux が含まれます。
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ダイナミックボリュームとベーシックボ
リュームのサポート
Rapid Recovery では、すべてのダイナミックボリュームとベーシックボリュームのスナップショットを作成で
きます。また、Rapid Recovery では、1 つの物理ディスク上にあるシンプルダイナミックボリュームのエクス
ポートも可能です。その名前が示すように、シンプルダイナミックボリュームはストライプボリューム、ミラー
ボリューム、スパンボリューム、RAID ボリュームのいずれでもありません。

ダイナミックディスクの仮想エクスポートの動作は、エクスポートするボリュームが Rapid Recovery Agent ソ
フトウェアで保護されているかどうか、またはエージェントレス保護を使用している VM であるかどうかに基づ
いて異なります。これは、非シンプルダイナミックボリュームまたは複雑なダイナミックボリュームには Rapid
Recovery Agent が完全には認識できない任意のディスクジオメトリがあるためです。

Rapid Recovery Agent ソフトウェアを使用して複雑なダイナミックディスクをマシンからエクスポートしようと
すると、エクスポートはシンプルダイナミックボリュームに制限されていることを警告する通知がユーザーイン
タフェースに表示されます。Rapid Recovery Agent を使用したシンプルダイナミックボリューム以外のものをエ
クスポートしようとすると、エクスポートジョブが失敗します。

これとは対照的に、エージェントレス保護を使用している VM のダイナミックボリュームは、いくつかの重要な
制限事項に基づいて、保護、仮想エクスポート、データの復元、BMR およびリポジトリのストレージでサポー
トされています。たとえば、次のとおりです。

• 保護：ダイナミックボリュームが複数のディスクにまたがっている場合は、それらのディスクをまとめて
保護し、ボリュームの整合性を維持する必要があります。

• 仮想エクスポート：エージェントレス保護を使用している ESXi または Hyper-V のホストから、ストラ
イプボリューム、ミラーボリューム、スパンボリューム、RAID ボリュームなどの複雑なダイナミックボ
リュームをエクスポートすることができます。

ただし、ボリュームはボリューム解析のないディスクレベルでエクスポートされます。たとえば、2 つの
ディスク間にまたがるダイナミックボリュームをエクスポートすると、エクスポートには 2 つの別個のディ
スクボリュームが含まれます。

  注意: 複数のディスクにまたがるダイナミックボリュームをエクスポートする場合、元のシステムボ
リュームでダイナミックディスクをエクスポートし、ディスクタイプを維持する必要があります。

• データの復元：複数のディスクにまたがるダイナミックボリュームを復元する場合、元のシステムボ
リュームでダイナミックディスクをエクスポートし、ディスクタイプを維持する必要があります。ディス
クを 1 つだけ復元すると、ディスク設定が破壊します。

リポジトリストレージ：さらに、Rapid Recovery は複雑なダイナミックボリューム（ストライプ、ミラー、スパ
ン、RAID）でのリポジトリの作成をサポートしています。リポジトリをホストしているマシンのファイルシステ
ムは、NTFS または ReFS である必要があります。

クラスタ共有ボリュームのサポート
Rapid Recovery リリース 6.1 を使用すると、Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2、および
Windows Server 2016 上で Rapid Recovery Agent ソフトウェアを使用して実行されているクラスタ共有ボ
リューム（CSV）でホストされている仮想マシンを、保護、リストア、レプリケート、およびアーカイブするこ
とができます。

Windows Server 2008 R2 上で実行されている CSV の場合、Rapid Recovery はネイティブバックアップをサ
ポートします。リカバリポイントから CSV をリストアしたり、Hyper-V CSV への仮想エクスポートを実行した
りすることができます。Windows 2008 など、初期の Windows オペレーティングシステム上で実行されている
クラスタ共有ボリュームはサポートされません。
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Rapid Recovery は、Rapid Recovery Agent を使用して保護されているクラスタ共有ボリュームの仮想エクス
ポートをサポートしません。

ただし、Rapid Recovery リリース 6.1 では、Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2、または
Windows Server 2016 を実行している Hyper-V CSV への仮想エクスポートを実行できます。

その他のオペレーティングシステムでは、Rapid Recovery Agent サービスをクラスタのすべてのノード上で実行
し、そのクラスタを Rapid Recovery Core 内のクラスタとして保護できます。ただし、CSV は Core Console に
は表示されないため、保護対象として使用できません。ローカルディスク（オペレーティングシステムボリュー
ムなど）はすべて保護ボリュームとして使用できます。

次の表は、Rapid Recovery Agent で保護されているクラスタ共有ボリュームの、Rapid Recovery Core における
現在のサポート状況を示しています。

Rapid Recovery Agent で保護されているマシン上のクラスタ共有ボリュームの、Rapid Recovery のサポート

次の表は、Rapid Recovery Agent で保護されているクラスタ共有ボリュームの、Rapid Recovery Core における
現在のサポート状況を示しています。

Rapid
Recovery で
のクラスタ共
有ボリューム
のサポート

保護、レプリケート、ロー
ルアップ、マウント、および
アーカイブ

CSV ボリュームのリストア Hyper-V CSV への
仮想エクスポート

Rapid
Recovery の
バージョン

6.0.x 6.1 6.0.x 6.1 6.0.x 6.1

Windows
Server 2008
R2

はい はい はい はい はい はい

Windows
Server 2012

いいえ いいえ いいえ いいえ はい はい

Windows
Server 2012
R2

いいえ いいえ いいえ いいえ はい はい

Windows
Server 2016

いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ1 はい

1 Windows Server 2016 は、Rapid Recovery リリース 6.0.x でテストされていないため、サポートされていませ
ん。

Hyper-V ホストベースの保護機能を使用している場合、Rapid Recovery リリース 6.1 は Windows Server
2012、Windows Server 2012 R2、および Windows Server 2016 を実行している Hyper-V クラスタ共有ボリュー
ム上の VM の保護をサポートします。保護されるのは VM 自体であり、ボリュームではありません。

Hyper-V のホストベースの保護機能を使用したクラスタ共有ボリュームのサポート

次の表に、Rapid Recovery Core における Hyper-V ゲストのホストベースの保護機能を使用して保護されている
クラスタ共有ボリュームの現在のサポートレベルを示します。

 Windows Server 2012 Windows Server 2012
R2

Windows Server 2016

CSV 上の VM の保護、
レプリケート、ロール いいえ1 はい はい
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 Windows Server 2012 Windows Server 2012
R2

Windows Server 2016

アップ、マウント、およ
びアーカイブ

CSV でホストされてい
る VM のリストア いいえ1 はい はい

Hyper-V CSV からの仮想
エクスポート いいえ1 はい はい

Hyper-V CSV への仮想エ
クスポート いいえ1 はい はい

1 Windows Server 2012 は、このシナリオではサポートされていません。Hyper-V のホストベースの保護機能を
使用した CSV の完全サポート（および将来的な機能）は、主に Windows Server 2012 R2 以降のオペレーティ
ングシステムで予定されています。

Rapid Recovery でのハイパーバイザのサ
ポート
通常、Rapid Recovery は Rapid Recovery Agent ソフトウェアを使用して、ハイパーバイザ（KVM または
XenServer など）でホストされている仮想マシンゲストを保護します。

ハイパーバイザでホストされている各保護対象マシンは、記載されているシステム要件に適合するかまたは上回
る必要があります。OS、アーキテクチャ、メモリ、プロセッサ、サーバアプリケーション、ストレージ、ネッ
トワーク、およびネットワークハードウェア要件については、「」を参照してください。

個別のハイパーバイザによっても特定のオペレーティングシステムに対するサポートが制限される可能性があり
ます。関連する各ハイパーバイザについては、該当するマニュアルを参考にしてください。

Rapid Recovery を正常に使用するための包括的な要件は、Core が適切なサイズであり、バックアップ、レプリ
ケーション、その他の必要な機能をサポートするために必要な十分なリソースとインフラストラクチャがあるこ
とです。これらのリソースは、マシンの当初の目的に対する要件に加えて必要です。ハードウェア、ソフトウェ
ア、メモリ、ストレージ、ネットワーク、およびネットワークハードウェアのサイジングに関する詳細について
は、サポート技術情報の記事 185962 の「Sizing Rapid Recovery Deployments」（Rapid Recovery の展開にお
けるサイジング）を参照してください。

Rapid Recovery リリース 6.0.2 におけるハイパーバイザに対するエージェントレスサポートは、VMware/ESXi
に限定されています。ゲストマシンは、VMware ツールのインストールなどその他の要件を満たす必要があり
ます。Rapid Recovery リリース 6.1 エージェントレスサポートには、Hyper-V のホストベースのサポートが
含まれ、この場合、Agent ソフトウェアはホストでのみ必要です。エージェントレスサポートの詳細について
は、Rapid Snap for Virtual のエージェントレス保護を参照してください。

仮想エクスポートは、VMware/ESXI、Hyper-V、VirtualBox ハイパーバイザおよび Azure プラットフォームでの
みサポートされています。

https://support.software.dell.com/rapid-recovery/kb/185962
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仮想エクスポートのハイパーバイザライ
センスの要件
Rapid Recovery Core は、さまざまなハイパーバイザプラットフォームへの仮想エクスポートをサポートしま
す。ESXi、Hyper-V、または VMware Workstation にエクスポートする場合は、これらのハイパーバイザの試用
版ではなく、完全ライセンス版を使用する必要があります。

Rapid Recovery Core のインストール要件
Rapid Recovery Core は、専用の Windows 64 ビットサーバにインストールしてください。サーバには、Rapid
Recovery に関係がない他のアプリケーション、役割、または機能をインストールしなくでください。たとえ
ば、Core マシンをハイパーバイザホストとしても使用しないようにしてください（サーバが適切にサイジング
された Quest DL シリーズのバックアップおよびリカバリのアプライアンスである場合は除く）。

別の例として、Core サーバをトラフィック量が多いウェブサーバとして使用することもやめてください。可

能な場合は、Microsoft Exchange Server、SQL Server®、または Microsoft SharePoint®を Core マシンにイ
ンストールして実行しないようにしてください。Core マシンに SQL Server が必要な場合（たとえば、Rapid
RecoveryDocRetriever for SharePoint を使用している場合）は、Core の効率的な動作に必要なリソース以上の
リソースが割り当てられていることを確認します。

ライセンスおよび環境の要件に応じて、複数の Core をそれぞれ専用サーバにインストールすることが必要にな
る場合があります。必要に応じて、複数の Core をリモート管理する場合は、64 ビット Windows コンピュータ
に Rapid Recovery Central Management Console をインストールすることもできます。

Rapid Recovery Core で保護するマシンごとに、そのマシンのオペレーティングシステムに対応するバージョン
の Rapid Recovery Agent ソフトウェアをインストールします。必要に応じて、VMware ESXi ホスト上の仮想
マシンを Rapid Recovery Agent をインストールせずに保護することができます。このエージェントレス保護に
は、いくつかの制限事項があります。詳細については、「Rapid Snap for Virtual のエージェントレス保護」を参
照してください。

Rapid Recovery リリース 6.1 をインストールする前に、お使いのシステムが、次に示すハードウェアおよびソ
フトウェアの最小要件を満たしていることを確認してください。ハードウェア、ソフトウェア、メモリ、スト
レージ、およびネットワーク要件のサイジングに関する詳細については、サポート技術情報の記事 185962 の
「Sizing Rapid Recovery Deployments」（Rapid Recovery 展開のサイジング）を参照してください。

  注意: サーバの役割が制限される Windows Core オペレーティングシステムの場合、Quest は Rapid
Recovery Core の実行をサポートしません。これには、Windows Server 2008 Core、Windows Server
2008 R2 Core、Windows Server 2012 Core、Windows Server 2012 R2 Core、および Windows Server
2016 Core のすべてのエディションが含まれます。Windows Server 2008 Core を除いて、これらの Core
エディションのオペレーティングシステムでは、Rapid Recovery Agent ソフトウェアの実行がサポートさ
れています。

  注: Quest は、Microsoft Small Business Server または Microsoft Windows Server Essentials などのオール
インワンサーバシリーズに Rapid Recovery Core をインストールすることをお勧めしません。

  注意: Quest は、Hyper-V ホストとして稼働している物理マシンと同じマシンで Rapid Recovery Core を
実行することもお勧めしません（ただし、Quest DL シリーズのバックアップおよびリカバリアプライア
ンスを使用する場合は、その限りではありません）。

https://support.software.dell.com/rapid-recovery/kb/185962
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Rapid Recoveryリリース 6.1 のオペレー
ティングシステムのインストールと互換
性対照表
Microsoft Windows オペレーティングシステム

Rapid Recovery Core は、サポート対象の 64 ビット Microsoft Windows オペレーティングシステムを実行し
ている、適切にサイジングされたサーバにインストールする必要があります。次の表および注意事項では、各
Windows オペレーティングシステムで利用可能な Rapid Recovery のコンポーネントまたは機能についてそれぞ
れ記載しています。

  注: この情報は、各環境で利用可能な機能をユーザーに把握してもらうことを目的としています。Quest
では、サポートが終了しているオペレーティングシステムをサポートしていません。

Windows オペレーティングシステムで利用可能な Rapid Recovery のコンポーネントと機能

この表では、サポート対象の Windows OS と、その各 OS で利用可能な Rapid Recovery のコンポーネントをリ
ストしています。

Windows
OS

Core/
Central
Management
Console

Agent エージェ
ントレス

LMU MR DR URC リス
トア

Azure へ
の VM エ
クスポー
ト

Windows
XP SP3

いいえ いいえ はい いいえ いいえ いいえ はい1 いいえ

Windows
Vista™

いいえ いいえ はい いいえ いいえ いいえ はい1 いいえ

Windows
Vista SP2

いいえ はい はい はい はい はい はい1 いいえ

Windows
7

いいえ いいえ はい いいえ いいえ いいえ はい はい3

Windows
7 SP1

はい はい はい はい はい はい はい はい3

Windows
8

はい はい はい はい はい はい はい はい3

Windows
8.1

はい はい はい はい はい はい はい はい3

Windows
10 有2 有2 有2 はい はい はい はい はい3

Windows
Server
2003

いいえ いいえ はい いいえ いいえ いいえ はい1 いいえ



DL1300 アプライアンスリリースノート
Rapid Recoveryリリース 6.1 のオペレーティングシステムのインストールと互換性対照表

17

Windows
OS

Core/
Central
Management
Console

Agent エージェ
ントレス

LMU MR DR URC リス
トア

Azure へ
の VM エ
クスポー
ト

Windows
Server
2008

いいえ いいえ はい いいえ いいえ いいえ はい1 はい3

Windows
Server
2008 SP2

はい はい はい はい はい はい はい1 はい3

Windows
Server
2008 R2

いいえ いいえ はい いいえ いいえ いいえ はい はい3

Windows
Server
2008 R2
SP1

はい はい はい はい はい はい はい はい3

Windows
Server
2012

はい はい はい はい はい はい はい はい3

Windows
Server
2012 R2

はい はい はい はい はい はい はい はい3

Windows
Server
2016

はい はい はい はい はい はい はい はい

Windows のインストールとサポートの注意事項：

1 ブート CD はベアメタルリストアをサポートしていますが、ドライバの導入はサポートしていません。

2 通常、AppAssure 5.4.x と Rapid Recovery 6.x のコンポーネントは、次の 2 つの例外を除き、Windows 10 で
動作します。

• SCSI コントローラのドライバは、VirtualBox ハイパーバイザにエクスポートされた Windows 10 マシンに
は含まれません。

3 Azure への VM エクスポートは、リストに示されているオペレーティングシステムの x64 エディションでのみ
動作します。

Linux オペレーティングシステム

Linux オペレーティングシステムは、Rapid Recovery Core の保護対象マシンとしてサポートされています。
エージェントレス保護が使用できます。または、Rapid Recovery Agent をインストールすることも可能です。次
の表および注意事項では、サポート対象の各 Linux オペレーティングシステムとディストリビューションのリス
トと Rapid Recovery のコンポーネントまたは機能それぞれのサポート状況を記載しています。

Linux オペレーティングシステムで利用可能な Rapid Recovery のコンポーネントと機能

この表では、サポート対象の Linux ディストリビューションと、その各 Linux ディストリビューションで利用可
能な Rapid Recovery のコンポーネントをリストしています。
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Linux OS またはディス
トリビューション

Agent エージェントレス ライブ DVD

Red Hat Enterprise Linux
6.3 〜 6.8

はい はい はい

Red Hat Enterprise Linux
7.0 〜 7.2

はい はい はい

CentOS Linux 6.3 〜 6.8 はい はい はい

CentOS Linux 7.0 〜 7.2 はい はい はい

Debian Linux 7、8 はい はい はい

Oracle Linux 6.3 〜 6.8 はい はい はい

Oracle Linux 7.0 〜 7.2 はい はい はい

Ubuntu Linux 12.04
LTS、12.10

はい はい はい

Ubuntu Linux
13.04、13.10

はい はい はい

Ubuntu Linux 14.04
LTS、14.10 はい1 はい1 はい1

Ubuntu Linux
15.04、15.10 はい1 はい1 はい1

Ubuntu Linux 16.04 LTS はい1 はい1 はい1

SUSE Linux Enterprise
Server 11 SP2 以降

はい はい はい

SUSE Linux Enterprise
Server 12 はい1 はい1 はい1

Linux のインストールとサポートの注意事項：

1 B ツリーファイルシステム（BTRFS）は、バージョン 4.2 以降のカーネルを使用するオペレーティングシステ
ムでのみサポートされます。対応オペレーティングシステムは、現在の Ubuntu バージョン 14.04.4、15.10、お
よび 16.04 です。SUSE Linux Enterprise Server バージョン 12 および 12 SP1 では古いバージョンのカーネルを
使用しているため、Rapid Recovery はこのオペレーティングシステムでの BTRFS の実装をサポートしません。
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Rapid Recovery Core と Central
Management Console の要件
Rapid Recovery Core と Central Management Console（CMC）の要件は次のとおりです。

Central Management Console のオペレーティングシステム要件は、Rapid Recovery Core の要件と同じです。こ
れらのコンポーネントは、必要に応じて同じマシンにインストールすることも、異なるマシンにインストールす
ることもできます。

Rapid Recovery Core および Central Management Console の要件

次の表では、最初の列にオペレーティングシステム、アーキテクチャ、メモリ、プロセッサ、ストレージ、ネッ
トワーク、およびネットワークハードウェアの要件を示します。また、2 番目の列に、それぞれの詳細を示しま
す。

要件 詳細

オペレーティングシステム Rapid Recovery Core と Central Management
Console には、次の 64 ビット Windows オペレー
ティングシステム（OS）のいずれかが必要で
す。32 ビットWindows システムまたは Linux ディ
ストリビューションでは動作しません。Rapid
Recovery Core には、次の x64 Windows オペレー
ティングシステム（OS）のいずれかが必要です。

• Microsoft Windows 7 SP1

• Microsoft Windows 8、8.1*

• Microsoft Windows 10

• Microsoft Windows Server 2008 SP2、2008
R2 SP1（Core エディションを除く）

• Microsoft Windows Server 2012、2012
R2*（Core エディションを除く）

• Microsoft Windows Server 2016*（Core エ
ディションを除く）

Windows オペレーティングシステムで Rapid
Recovery Core サービスを実行するには、.NET
Framework 4.5.2 がインストールされている必要
があります。また、* マークの付いている OS に
は、ASP .NET 4.5x の役割または機能が必要で
す。Core をインストールまたはアップグレードす
ると、インストーラは Core サーバの OS に基づい
てこれらのコンポーネントを確認し、必要に応じ
て、自動的にコンポーネントをインストールまたは
アクティブ化します。
他に記載がない限り、Rapid Recovery Core では
リストにある Windows OS のすべての x64 エディ
ションがサポートされます。Rapid Recovery Core
では Windows Server Core エディションはサポート
されません。
リストのオペレーティングシステムに Service Pack
が指定されている場合（Windows 7 SP1 など）は、
指定された Service Pack をインストールした OS
が最低要件になります。リストのオペレーティング
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要件 詳細

システムに Service Pack が指定されていない場合
（Windows 8 など）は、ベースのオペレーティング
システムがサポートされます。明示的に除外されて
いない限り、リストの OS に後続する SP もサポー
トされます。
最適なパフォーマンスを得るためには、Windows
8.1 以降または Windows Server 2012 以降など
の、より最新のオペレーティングシステムに Rapid
Recovery Core をインストールすることをお勧めし
ます。

アーキテクチャ 64 ビットのみ

メモリ 8GB 以上の RAM
Quest は、確実に Rapid Recovery Core サーバの最
適なパフォーマンスを得るために、Error Checking
& Correction（ECC）メモリを使用することを強く
お勧めします。

プロセッサ クアッドコア以上

ストレージ Quest は、使用するリポジトリを、ダイレクトア
タッチストレージ（DAS）、ストレージエリアネッ
トワーク（SAN）、またはネットワーク接続スト
レージ（NAS）デバイス（優先度順に列挙）に配置
することをお勧めします。

  注: Quest は、NAS にインストールする
場合、リポジトリサイズの上限を 6 TB に
することをお勧めします。どのストレー
ジデバイスも、最低限の入力 / 出力要件
を満たしている必要があります。ハード
ウェア、ソフトウェア、メモリ、ストレー
ジ、およびネットワーク要件のサイジング
の詳細に関しては、Quest の Knowledge
Base 文書 185962「Sizing Rapid Recovery
Deployments」（Rapid Recovery の展開にお
けるサイジング）を参照してください。

ネットワーク 1 ギガビット Ethernet（GbE）以上

  注: Quest は、堅牢な環境が求められる場合
は 10 GbE のネットワークを使用することを
お勧めします。

ネットワークハードウェア 想定帯域幅での通信を実現するには、適切な規格の
ネットワークケーブルを使用してください。

  注: Quest は、お使いのネットワークのパ
フォーマンスを定期的にテストし、それに応
じてお使いのハードウェアを調整することを
お勧めします。

https://support.software.dell.com/rapid-recovery/kb/185962
https://support.software.dell.com/rapid-recovery/kb/185962
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Rapid Recovery Agent のソフトウェア要
件
次の表では、Rapid Recovery Agent のソフトウェアの要件を記載しています。

Rapid Recovery Agent のソフトウェア要件

次の表では、最初の列に Agent ソフトウェアの要件（オペレーティングシステム、アーキテクチャ、メモリ、プ
ロセッサ、Exchange Server、SQL Server、SharePoint、ストレージ、ネットワーク、ネットワークハードウェ
アなど）を示します。また、2 番目の列に、それぞれの詳細を示します。

要件 詳細

オペレーティングシステム Rapid Recovery Agent ソフトウェアは、次のような
32 ビット / 64 ビットの Windows および Linux オペ
レーティングシステムをサポートしています。

• Microsoft Windows Vista SP2

• Microsoft Windows 7 SP1

• Microsoft Windows 8、8.1*

• Microsoft Windows 10

• Microsoft Windows Server 2008 SP2, 2008
R2 SP1（Windows Server 2008 Core を除く
すべてのエディション）

• Microsoft Windows Server 2012、2012 R2*

• Microsoft Windows Server 2016*

• Red Hat Enterprise
Linux（RHEL）6.3、6.4、6.5、6.6、6.7、6.8、7.0、7.1、7.2

• CentOS Linux
6.3、6.4、6.5、6.6、6.7、6.8、7.0、7.1、7.2

• Oracle Linux
6.3、6.4、6.5、6.6、6.7、6.8、7.0、7.1、7.2

• Debian Linux 7、8

• Ubuntu Linux 12.04
LTS、12.10、13.04、13.10、14.04
LTS、14.10、15.04、15.10、16.04 LTS

• SUSE Linux Enterprise
Server（SLES）11（SP2 以降）、12
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要件 詳細

 
  注: Windows オペレーティングシステムで

Rapid Recovery Agent サービスを実行する
には、Microsoft .NET Framework バージョ
ン 4.5.2 がインストールされている必要が
あります。上記のリストで * が付いている
オペレーティングシステムには、ASP .NET
4.5.x の役割または機能が必要です。Rapid
Recovery Agent ソフトウェアをインストー
ルまたはアップグレードすると、インストー
ラはこれらのコンポーネントを確認し、必要
に応じて、自動的にコンポーネントをインス
トールまたはアクティブ化します。

その他のオペレーティングシステムでは、エージェ
ントレス保護のみがサポートされています。詳細に
ついては、「Rapid Snap for Virtual のエージェント
レス保護」を参照してください。
リストのオペレーティングシステムに Service Pack
が指定されている場合（Windows 7 SP1 など）は、
指定された Service Pack をインストールした OS
が最低要件になります。リストのオペレーティング
システムに Service Pack が指定されていない場合
（Windows 8 など）は、ベースのオペレーティング
システムがサポートされます。明示的に除外されて
いない限り、リストの OS に後続する SP もサポー
トされます。
Rapid Recovery Agent ソフトウェアは、Windows
Server 2008 R2、Windows Server 2012、Windows
Server 2012 R2、および Windows Server 2016 の
Windows Server Core エディションのインストール
をサポートしています。Windows Server 2008 R2
Core の場合のみ、SP1 以降が必要です。Windows
Server 2008 Core エディションはサポートされてい
ません。
Rapid Recovery Agent ソフトウェアは、上記のリ
ストに記載された Linux オペレーティングシステム
をサポートしています。リリースされたほとんどの
カーネルバージョンでテスト済みです。サポートさ
れているファイルシステムは、ext2、ext3、ext4、
および xfs です。また、BTRFS もサポートされます
（バージョン 4.2 以降のカーネルを使用する特定の
Linux オペレーティングシステムのみ）。詳細につ
いては、「Rapid Recoveryリリース 6.1 のオペレー
ティングシステムのインストールと互換性対照表」
を参照してください。
Microsoft Hyper-V Server 2012 でインストールされ
た Agent は、Windows Server 2012 のコアエディ
ションモードで動作します。

  注: クラスタ共有ボリュームのネイティブ
バックアップは、Windows 2008 R2（SP2 以
降）の保護対象マシンでのみサポートされま
す。

アーキテクチャ 32 ビットまたは 64 ビット
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要件 詳細

メモリ 4GB 以上

プロセッサ シングルプロセッサまたはそれ以上

Microsoft Exchange Server Support Microsoft Exchange Server 2007 SP1 ロールアップ
5 以降、Exchange Server 2010、Exchange Server
2013、または Exchange Server 2016

Microsoft SQL Server Support Microsoft SQL Server 2008 以降

Microsoft SharePoint Microsoft SharePoint 2007、2010、2013、2016

ストレージ ダイレクト接続ストレージ、ストレージエリアネッ
トワークストレージ、またはネットワーク接続スト
レージ

ネットワーク 1 ギガビット Ethernet（GbE）以上

  注: Quest は、堅牢な環境が求められる場合
は 10 GbE のネットワークを使用することを
お勧めします。

Quest は、WAN（広域ネットワーク）経由でマシ
ンを保護することはお勧めしません。Quest は、複
数のネットワークを持つサイトがある場合は、各サ
イトに Core をインストールすることをお勧めしま
す。情報を共有するには、別々の場所にある Core
間でレプリケーションを実行できます。Core 間の
レプリケーションは WAN での使用に最適化されて
います。データ転送中は、データが圧縮、重複排
除、および暗号化されます。

ネットワークハードウェア 想定帯域幅での通信を実現するには、適切な規格の
ネットワークケーブルを使用してください。

  注: Quest は、お使いのネットワークのパ
フォーマンスを定期的にテストし、それに応
じてお使いのハードウェアを調整することを
お勧めします。

Rapid Recovery Local Mount Utility ソフト
ウェアの要件
Local Mount Utility（LMU）は、Rapid Recovery に含まれています。LMU インストーラは、Core Console また
は Rapid Recovery ライセンスポータルのどちらの ダウンロード ページからでも入手できます。

Local Mount Utility ソフトウェアの要件

次の表では、Rapid Recovery に付属する Local Mount Utility の要件を示します。最初の列にオペレーティングシ
ステム、アーキテクチャ、メモリ、プロセッサ、ネットワーク、およびネットワークハードウェアの要件を示し
ます。また、2 番目の列に、それぞれの詳細を示します。

https://licenseportal.com
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要件 詳細

オペレーティングシステム Rapid Recovery Local Mount Utility ソフトウェ
アは、次のような 32 ビットおよび 64 ビットの
Windows オペレーティングシステムをサポートして
います。

• Microsoft Windows Vista SP2

• Microsoft Windows 7 SP1

• Microsoft Windows 8、8.1*

• Microsoft Windows 10

• Microsoft Windows Server 2008 SP2、2008
R2 SP1（Windows Server 2008 Core および
Windows Server 2008 R2 Core を除くすべて
のエディション）

• Microsoft Windows Server 2012、2012 R2*

• Microsoft Windows Server 2016*

 
  注: Windows オペレーティングシステムで

Local Mount Utility サービスを実行するに
は、Microsoft .NET Framework バージョン
4.5.2 がインストールされている必要があり
ます。上記のリストで * が付いているオペ
レーティングシステムには、ASP .NET 4.5.x
の役割または機能が必要です。LMU をイン
ストールまたはアップグレードすると、イ
ンストーラはこれらのコンポーネントを確認
し、必要に応じて、自動的にコンポーネント
をインストールまたはアクティブ化します。

リストのオペレーティングシステムに Service Pack
が指定されている場合（Windows 7 SP1 など）は、
指定された Service Pack をインストールした OS
が最低要件になります。リストのオペレーティング
システムに Service Pack が指定されていない場合
（Windows 8 など）は、ベースのオペレーティング
システムがサポートされます。明示的に除外されて
いない限り、リストの OS に後続する SP もサポー
トされます。
LMU ソフトウェアは、Windows Server
2012、Windows Server 2012 R2、および Windows
Server 2016 の Windows Server Core エディション
のインストールをサポートしています。Windows
Server 2008 Core エディションおよび Windows
Server 2008 R2 Core エディションはサポートされ
ていません。

アーキテクチャ 32 ビットまたは 64 ビット

メモリ 4GB 以上

プロセッサ シングルプロセッサまたはそれ以上

ネットワーク 1 ギガビット Ethernet（GbE）以上
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要件 詳細

  注: Quest は、堅牢な環境が求められる場合
は 10 GbE のネットワークを使用することを
お勧めします。

ネットワークハードウェア 想定帯域幅での通信を実現するには、適切な規格の
ネットワークケーブルを使用してください。

  注: Quest は、お使いのネットワークのパ
フォーマンスを定期的にテストし、それに応
じてお使いのハードウェアを調整することを
お勧めします。

Rapid Snap for Virtual のエージェントレ
ス保護
Rapid Recovery の Rapid Snap for Virtual 機能を使用すると、各ゲストマシンに Rapid Recovery Agent をインス
トールせずに特定のハイパーバイザプラットフォーム上の仮想マシン（VM）を保護することができます。

Hyper-V ハイパーバイザプラットフォームでこの機能を使用する場合は、Agent を Hyper-V ホストにインストー
ルするだけで済みます。VMware ESXi でこの機能を使用する場合、ESXi ホストはネイティブ API を使用してゲ
ストマシンまで保護を拡張します。

Agent ソフトウェアを各 VM にインストールする必要がなくなるため、業界でこの機能はエージェントレス保護
として知られています。Hyper-V の場合、この機能はホストベース保護とも呼ばれます。

Rapid Snap for Virtual には、いくつかの利点と制限事項があります。たとえば、ダイナミックボリューム（ス
パンボリューム、ストライプボリューム、ミラーボリューム、または RAID ボリュームなど）では、ボリュー
ムレベルのスナップショットを作成できませんただし、ディスクレベルで、ダイナミックボリュームのスナッ
プショットを作成できます。この機能を使用する前に、利点と制限事項の両方について理解しておいてくださ
い。詳細に関しては、『Rapid Recovery User Guide』（Rapid Recovery ユーザーガイド）の「Rapid Snap for
Virtual について」のトピックを参照してください。

エージェントレス保護またはホストベース保護を使用している場合は、お使いの VM で、ベースオペレーティン
グシステム、RAM、ストレージ、およびネットワークインフラストラクチャについて、Rapid Recovery Agent
ソフトウェアがインストールされた保護対象マシンと同じ最小要件を満たす必要があります。詳細については、
「Rapid Recovery Agent のソフトウェア要件」のトピックを参照してください。

その他のオペレーティングシステムのエージェントレスサポート

Rapid Recovery リリース 6.x は Microsoft .NET 4.5.2 を使用しますが、.NET 4.5.2 は Windows XP
SP3、Windows Vista（SP2 以前）、Windows Server 2003、Windows Server 2008 ではサポートされていませ
ん。これらのオペレーティングシステムを搭載したマシンを以前の Core バージョン（AppAssure Core 5.4.3 な
ど）で保護していた場合は、対応するバージョンの AppAssure Agent（以前の .NET バージョンを使用）がサ
ポートされていました。

これらの Rapid Recovery Core の保護対象マシンは、以前の Agent バージョンを使用することで継続して保護す
ることが可能です。

ただし、これらのオペレーティングシステムを搭載する保護対象マシンは、Rapid Recovery Agent リリース 6.x
にアップグレードできません。

http://documents.software.dell.com/rapid-recovery/6.1.0/user-guide/protecting-machines-using-the-rapid-recovery-core/understanding-rapid-snap-for-virtual
http://documents.software.dell.com/rapid-recovery/6.1.0/user-guide/protecting-machines-using-the-rapid-recovery-core/understanding-rapid-snap-for-virtual


DL1300 アプライアンスリリースノート
ハイパーバイザの要件

26

けれども、これらの Windows オペレーティングシステムを搭載したマシンは、次のいずれかの方法を使用して
Rapid Recovery リリース 6.x Core で保護することができます。

• エージェントレス保護を使用して VMware ESXi ホスト上の仮想マシンを保護する。

• 保護対象の物理マシンまたは仮想マシンに、問題なく動作する以前のバージョンの Agent をインストール
して実行する。リリース 6.0.2 の場合、これらの OS でサポート対象となる利用可能な Agent のバージョ
ンは、AppAssure Agent 5.4.3 です。

VMware ESXi 環境は、Quest がサポートしない一部のオペレーティングシステムでも問題なく動作することがあ
ります。たとえば、Windows XP SP3、Windows Vista（SP2 以前）、Windows Server 2003、および Windows
Server 2008 はすべて Microsoft のサポートが終了しています。

動作テストでは、すべての範囲の Rapid Recovery の機能（バックアップ、リストア、レプリケーション、およ
びエクスポート）が、これら特定のオペレーティングシステム上でも適切に機能しました。

ただし、これらのオペレーティングシステムを使用する場合は自己責任となります。Quest のサポートでは、こ
れらのサポートが終了しているオペレーティングシステムや、Rapid Recovery Agent でサポートされないとリス
トに示されたオペレーティングシステムで発生した不具合の解決をサポートできません。

Rapid Snap for Virtual（エージェントレス保護）のサポートの制限事項

サポート対象のオペレーティングシステムのリストについては、「Rapid Recoveryリリース 6.1 のオペレーティ
ングシステムのインストールと互換性対照表」を参照してください。Core またはその Agent では、各々に対し
て、既知のすべての制限事項がこれらのマトリックスに含まれているか、またはソフトウェア要件表に注意事項
として記載されています。不具合によって特定の機能を一時的に使用できない場合、この情報は通常どの特定の
バージョンにおいてもリリースノートで報告されます。Quest は、どのソフトウェアバージョンをインストール
する場合においても、システム要件とリリースノートを確認することを強く推奨します。

Quest では、サポートされていないオペレーティングシステムを使用したテストを、完全には行っておりませ
ん。エージェントレス保護を使用して Rapid Recovery Agent ソフトウェアでサポートされていない OS がイン
ストールされた仮想マシンを保護する場合は、自己責任でのご利用となります。いくつかの制限事項が適用され
る場合があることに、ユーザーは注意してください。これらの制限事項には、次のような事項が挙げられます。

• 仮想エクスポートが実行できない（1 回のみ、または継続的に）

• アーカイブに保存できない、またはアーカイブから復元できない

• ベアメタルリストアを使用してシステムボリュームを復元できない

たとえば、Agent を使用せずに Windows 95 を搭載したマシンを保護する場合、Hyper-V への仮想エクスポート
を実行しようとすると失敗します。この不具合は、古いオペレーティングシステムでは Hyper-V のサポートに制
限があることが要因です。

特定の問題を報告するには、Quest のサポート担当者に連絡してください。ご報告いただいたそのような問題
は、Quest の Knowledge Base 文書に個別の動作不具合の問題として記載されるか、または今後のエディション
にリリースノートとして記載される場合があります。

ハイパーバイザの要件
ハイパーバイザは、ホストコンピュータ上で仮想マシン（ゲスト）を作成および実行します。各ゲスト OS に
は、それぞれのオペレーティングシステムがあります。

Rapid Recovery の仮想エクスポート機能を使用すると、1 回限りの仮想エクスポートを実行することができま
す。また、仮想スタンバイとして知られている以降の仮想エクスポートの要件を定義することも可能です。この
プロセスは、物理または仮想に関わらず、どの保護対象マシンからも実行することができます。保護対象マシン
がダウンしても、仮想マシンを起動して動作をリストアしてから、リカバリを実行できます。

Rapid Recovery では、次の表に記載された VM ホストに仮想エクスポートを実行することができます。

仮想エクスポートをサポートするハイパーバイザの要件

次の表に、ハイパーバイザの要件をリストします。最初の列に仮想マシンのホスト、ゲスト OS、ストレージ、
およびアーキテクチャの各要件を示します。2 番目の列には各要件の詳細を記載します。

r_Rapid_Recovery_Core_and_Central_Management_Console_requiremen=GUID-6B7668B8-9E18-4B82-94BD-76D4485B490C=5=en-us=.xml
r_Rapid_Recovery_Agent_software_requirements=GUID-B4253A4C-44D1-449D-BA4B-023DD9FDACBB=6=en-us=.xml
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要件 詳細

仮想マシンのホスト VMware

• VMware Workstation
7.0、8.0、9.0、10、11、12

• ESXi 5.0、5.1、5.5、6.0 上の VMware
vSphere

  注: Quest は、サポートされている最新
の VMware バージョンで実行すること
をお勧めします。デルのソフトウェアの
今後の主なリリースでは、ESXi 5.0 お
よび 5.1 がサポートされなくなる予定で
す。

Microsoft Hyper-V

  注: 任意の Hyper-V ホストに仮想エクスポー
トするには、.NET 4.5.2 および .NET 2.0 が
Hyper-V ホストにインストールされている必
要があります。

• 第 1 世代

◦ Microsoft Server のバージョン 2008
SP2、2008 R2 SP1、2012、2012
R2、2016 で実行されている Hyper-V

◦ Hyper-V 機能付きの Microsoft Windows
8、8.1、および Windows 10 実行されて
いる Hyper-V

• 第 2 世代

◦ Microsoft Server 2012 R2、2016 で実行
されている Hyper-V

◦ Microsoft Windows 8.1、Windows 10 で
実行されている Hyper-V

  注: 次の Unified Extensible Firmware
Interface（UEFI）オペレーティングシス
テムを使用している保護対象マシンのみ
が、第 2 世代 Hyper-V ホストへの仮想
エクスポートをサポートしています。

• Windows 8（UEFI）

• Windows 8.1（UEFI）

• Windows Server 2012（UEFI）

• Windows Server 2012 R2（UEFI）

• Windows Server 2016（UEFI）

注: Hyper-V ホストで、エクスポート
を実行するために割り当てられている
RAM が十分でない場合は、Hyper-V
generation 2 の VM への Hyper-V エクス
ポートは失敗する可能性があります。
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要件 詳細

Oracle VirtualBox

• VirtualBox 4.2.18 以降

ゲスト（エクスポートされた）オペレーティングシ
ステム

2 TB 以下のボリュームの場合2 TB 以下のボリュー
ムの保護に関し、VM（ゲスト）は「」のトピック
で説明されているサポート対象オペレーティングシ
ステムと同じオペレーティングシステムを使用でき
ます。
2 TB を超えるボリュームの場合2 TB を超える保護
対象ボリュームを持つシステムで仮想エクスポート
を実行する場合は、Windows 2012 R2、Windows
Server 2016、VMware ESXi 5.5、または VMware
ESXi 6.0 を使用します。ホストが仮想ハードディ
スク（VHD）に接続できないため、以前のオペレー
ティングシステムはサポートされていません。
第 1 世代および第 2 世代 Hyper-V の VM は、どち
らもサポートされています。

  注: すべてのハイパーバイザで、すべてのオ
ペレーティングシステムがサポートされるわ
けではありません。

ストレージ ホストに予約されているストレージ容量は、ゲスト
VM 内のストレージサイズと等しいか、またはそれ
よりさらに大きい必要があります。

アーキテクチャ 32 ビットまたは 64 ビット

Rapid Recovery では、Rapid Recovery Agent ソフトウェアをインストールせずに VM ホストを保護することが
できます。これは、エージェントレス保護と呼ばれます。エージェントレスプロテクションの例外など、詳細に
関しては、『Rapid Recovery User Guide』（Rapid Recovery ユーザーガイド）の「Rapid Snap for Virtual につ
いて」のトピックを参照してください。

エージェントレス保護は、次の表で説明されているとおりにサポートされます。

エージェントレス保護またはホストベース保護をサポートするハイパーバイザの要件

次の表では、エージェントレス（またはホストベース）保護に固有のハイパーバイザの要件を示します。最初の
列に仮想マシンのホスト、OS、ストレージ、およびアーキテクチャの各要件を示します。2 番目の列には各要件
の詳細を記載します。

要件 詳細

仮想マシンのホスト VMware

• ESXi 5.0（ビルド 623860 以
降）、5.1、5.5、6.0 上の VMware vSphere

• 各ゲストには、最新の VMware Tools をイン
ストールしてください。

  注: サポートされている最新の VMware
バージョンで実行することを強くお勧め
します。デルのソフトウェアの今後の主
なリリースでは、ESXi 5.0 および 5.1 が
サポートされなくなる予定です。
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要件 詳細

Microsoft Hyper-V

• Windows Server 2012 R2

• Windows Server 2016

• Windows 8 x64

• Windows 8.1 x64

• Windows 10 x64

オペレーティングシステム ボリュームレベルの保護用に、ゲスト VM は GPT
または MBR パーティションテーブルを持っている
必要があります。他のパーティションテーブルが見
つかった場合、保護はボリュームレベルではなく、
ディスクレベルで開始されます。

ストレージ ホストに予約されているストレージ容量は、ゲスト
VM 内のストレージサイズと等しいか、またはそれ
よりさらに大きい必要があります。

アーキテクチャ 32 ビットまたは 64 ビット

DVM リポジトリの要件
Deduplication Volume Manager（DVM）リポジトリを作成する場合は、配置場所にローカルストレージボリュー
ムまたは Common Internet File System（CIFS）の共有場所にあるストレージボリュームを指定できます。Core
サーバでリポジトリをローカルに作成する場合は、リソースを状況に応じて割り当てる必要があります。

DVM リポジトリは、プライマリストレージデバイスに保存する必要があります。Data Domain のようなアーカ
イブ用のストレージデバイスは、パフォーマンスの制限のためサポートされていません。同様に、リポジトリは
クラウドに階層化された NAS ファイラに保存しないようにします。これらのデバイスをプライマリストレージ
として使用すると、パフォーマンスが制限される傾向があるためです。

使用するリポジトリは、ダイレクトアタッチストレージ（DAS）、ストレージエリアネットワーク（SAN）、
またはネットワーク接続ストレージ（NAS）デバイスに配置することをお勧めします。これらは、優先度が高い
順にリストされています。NAS にインストールする場合、リポジトリのサイズは 6 TB を上限とすることをお勧
めします。どのストレージデバイスも、最低限の入力 / 出力要件を満たしている必要があります。これらの要件
や、お使いのハードウェア、ソフトウェア、メモリ、ストレージ、およびネットワーク要件のサイジングの詳細
に関しては、以下で参考文献として挙げられている『Rapid Recovery Sizing Guide』（Rapid Recovery サイジ
ングガイド）を参照してください。

DVM リポジトリを作成する場合は、ボリューム上でリポジトリのサイズを指定する必要があります。各 DVM リ
ポジトリは、最大 4,096 リポジトリのエクステント（追加のストレージボリューム）をサポートします。

クラスタ共有ボリューム（CSV）への Rapid Recovery Core または Core 用リポジトリのインストールはサポー
トされていません。

サポート対象の物理ホストまたは仮想ホストにあるボリュームであれば、複数の DVM リポジトリをインストー
ルすることができます。インストーラでは DVM リポジトリのサイズを決定します。

  注: オンデマンドまたはスケジュール設定されたレポートを生成して、お使いのリポジトリのサイズや
正常性を監視することができます。リポジトリレポート生成の詳細に関しては、『Rapid Recovery User
Guide』（Rapid Recovery ユーザーガイド）の「Generating a report from the Core Console」（Core
Console からのレポートの生成）のトピックを参照してください。
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必ず専用のフォルダまたはディレクトリでリポジトリを作成するようにし、ボリュームの root フォルダには作成
しないようにします。たとえば、ローカルパスにインストールする場合は、D:\ ではなく D:\Repository\ を使用
します。データとメタデータには、それぞれ個別のディレクトリを作成することをお勧めします。たとえば、D:
\Repository\Data や D:\Repository\Metadata などを作成します。

Rapid Recovery 使用の詳細に関しては、『Rapid Recovery User Guide』（Rapid Recovery ユーザーガイド）
を参照してください。Rapid Recovery ライセンスの詳細に関しては、『Rapid Recovery License Portal User
Guide』（Rapid Recovery ライセンスポータルユーザーガイド）を参照してください。ハードウェア、ソフト
ウェア、メモリ、ストレージ、およびネットワーク要件のサイジングの詳細に関しては、Knowledge Base 文書
185962『Sizing Rapid Recovery Deployments』（Rapid Recovery の展開におけるサイジング）で参考文献と
して挙げられている『Rapid Recovery Sizing Guide』（Rapid Recovery サイジングガイド）を参照してくださ
い。

https://support.software.dell.com/rapid-recovery/kb/185962
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ライセンスポータルでのアプライアン
スの登録

1. お使いのウェブブラウザで、ご購入時に受け取った電子メールに記載されたウェブサイト URL をクリック
して、ライセンスポータルに移動します。

2. Register （登録）ページの E-mail Address（電子メールアドレス）テキストボックスに、ご契約に関連す
る電子メールアドレスを入力します。

3. アプライアンスのライセンス番号を入力します。

複数のアプライアンスがある場合は、ライセンス番号を入力してから Enter を押して追加の番号を入力し
ます。

4. Activate（アクティブ化）をクリックします。

入力した電子メールアドレスがライセンスポータルに登録されていない場合（新しいライセンスポータル
アカウントがあった場合）は、電子メールを使用してライセンスポータルにアカウントを作成するようプ
ロンプトが表示されます。

5. License Portal（ライセンスポータル）でアカウントを作成するには、必要な情報を入力します。

登録すると、ライセンスポータルにログオンされます。電子メールアドレスにも、アクティベーション電
子メールが送信されます。

6. ライセンスキーのリストが記載された登録の成功通知が表示されます。この通知には、ライセンスキーを
アプライアンスに適用するための次の手順が説明されています。

a. お使いのアプライアンスの Core Console を起動します。
b. Core Configuration（コア設定）→ Licensing（ライセンス）と移動します。
c. Change License（ライセンスの変更）をクリックします。
d. 登録の成功通知メッセージに記載されているソフトウェアライセンスキーをコピー & ペースト

して、変更を保存します。
7. OK をクリックします。

詳細に関しては、https://www.quest.com/legal/license-agreements.aspx で「Quest Software License & Product
Agreements」（Quest ソフトウェアライセンスおよび製品契約）を参照してください。

  注: お使いの DL アプライアンスで使用している容量が購入したライセンスの容量を超えると、スナップ
ショット機能が無効化されます。追加のサポートについては Quest Software Group Account Manager ま
でお問い合わせください。

http://documents.software.dell.com/AppAssure/
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困ったときは

Quest へのお問い合わせ
  注: アクティブなインターネット接続がない場合は、ご購入時の納品書、出荷伝票、請求書、または

Quest 製品カタログで連絡先をご確認いただけます。

Quest では、オンラインおよび電話によるサポートとサービスオプションをいくつかご用意しています。アク
ティブなインターネット接続がない場合は、ご購入時の納品書、出荷伝票、請求書、または Quest 製品カタログ
で連絡先をご確認いただけます。これらのサービスは国および製品によって異なり、お住まいの地域では一部の
サービスがご利用いただけない場合があります。セールス、テクニカルサポート、またはカスタマサービスの問
題についての Quest へのお問い合わせは、support.quest.com/ja-jp/ にアクセスしてください。

メモ、注意、警告
  注: 製品を使いやすくするための重要な情報を説明しています。

  注意: ハードウェアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その問題を回避するための方法を説明してい
ます。

  警告: 物的損害、けが、または死亡の原因となる可能性があることを示しています。

© 2017 Quest Inc. All rights reserved.この製品は、米国および国際著作権法、ならびに米国および国際知的財産
法で保護されています。Quest および Quest のロゴは米国および / またはその他管轄区域における Quest Inc. の
商標です。本書で使用されているその他すべての商標および名称は、各社の商標である場合があります。


	目次
	はじめに
	Rapid Recovery ソフトウェアについて
	その他の情報

	既知の問題
	システム要件
	推奨されるネットワークインフラストラクチャ
	UEFI および ReFS のサポート
	ダイナミックボリュームとベーシックボリュームのサポート
	クラスタ共有ボリュームのサポート
	Rapid Recovery でのハイパーバイザのサポート
	仮想エクスポートのハイパーバイザライセンスの要件
	Rapid Recovery Core のインストール要件
	Rapid Recoveryリリース 6.1 のオペレーティングシステムのインストールと互換性対照表
	Rapid Recovery Core と Central Management Console の要件
	Rapid Recovery Agent のソフトウェア要件
	Rapid Recovery Local Mount Utility ソフトウェアの要件
	Rapid Snap for Virtual のエージェントレス保護
	ハイパーバイザの要件
	DVM リポジトリの要件

	製品ライセンス
	困ったときは
	Quest へのお問い合わせ
	メモ、注意、警告について



